
再処理工場における定型的保守作業 （Ｎｏ．１－Ａ－０４） 
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燃料横転クレーンにおける燃料集合体の引っかかりに伴う復旧作業 

  

 事象の概要 

 

（１）対象場所：機器 前処理建屋（セル内）：燃料横転クレーン 

 

（２）設備の概要 使用済燃料受入れ･貯蔵建屋から搬送してきた燃料集合体を横向きにし、せん断機へ挿入す

る設備。 

 

（３）保守理由 燃料横転クレーンでせん断機に燃料集合体を押し込む際の、せん断機入口における燃料集合

体の引っかかり。 

 

 

 

（1） 燃料集合体を引き戻し、再度押し込みを行う。 

（2） 再度押し込みによっても、燃料押込み荷重大が解消されない場合は、保守作業手順に従

い遠隔操作機器（マスタースレーブマニピュレータ等）にて、燃料横転クレーンとせん断機

挿入口のずれを確認し、燃料横転クレーンの位置を調整する。 

 

 保守作業の概要 

 

(3) 作動確認を行い、操作手順に従い運転を再開する。 

■遠隔保守 ■遠隔操作    □移動式遠隔操作    □運転操作 

□管理区域内保守 
□セル内作業        □ｸﾞﾘｰﾝﾊｳｽ内作業  

□ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ内作業  □その他管理区域内作業 □直接保守 

□非管理区域内保守 
保守方式 

□遠隔保守＋直接保守 
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